
(57)【要約】

【課題】  スクリーン幕に形成された扉部を、復原力を

備えた可撓性の枢着部材を介して取り付け、この復原力

によって閉止力を付加することにより、簡単な構造をも

って扉部の密閉性を確保できる防火区画用スクリーン装

置を提供する。

【解決手段】  不燃性あるいは耐火性に富んだ布製の素

材からなるスクリーン幕１２の下端縁にスクリーン用ウ

エイト１６を取付ける。スクリーン幕１２の下端縁中央

部から上向きにスリット部を形成して三角形の扉部２２

を設け、扉部２２をその三角形の斜辺２４に沿って折り

曲げ自在とし、扉部２２の下端縁に扉用ウエイト１８を

取り付ける。扉用ウエイト１８の図中右端部とスクリー

ン用ウエイト１６の左端部との間に跨って可撓性ベルト

２６を取り付ける。可撓性ベルト２６を、炭素繊維やア

ラミド繊維等の強化繊維に樹脂コーティングして形成す

る。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】  天井側から垂下されて建物の内部空間を

間仕切りする不燃性または耐火性の可撓性を有するスク

リーン幕と、該スクリーン幕の下端縁から上向きに形成

され、該スクリーン幕を左右に分断して該スクリーン幕

の下端縁との間に三角形状でその斜辺に沿って折り曲げ

自在な扉部を形成するスリット部と、該扉部の下端縁に

取り付けられた扉用ウエイトと、該扉部を除いて該スク

リーン幕の下端縁に取り付けられたスクリーン用ウエイ

トと、該スクリーン幕に形成された三角形状の該扉部の

斜辺に沿って該スクリーン用ウエイトに対し該扉用ウエ

イトを回動自在に連結する枢着部材とを備え、該枢着部

材を、復原性を有する可撓性ベルトで構成し、該可撓性

ベルトを上記扉用ウエイトと上記スクリーン用ウエイト

とに跨って取り付けたことを特徴とする防火区画用スク

リーン装置。

【請求項２】  上記可撓性ベルトが取り付けられる扉用

ウエイトとスクリーン用ウエイトとの突き合わせ部分

を、上記扉部の斜辺の延長上にその傾斜に沿って傾斜さ

せたことを特徴とする請求項１に記載の防火区画用スク

リーン装置。

【請求項３】  上記可撓性ベルトが強化繊維に樹脂コー

ティングして形成されることを特徴とする請求項１また

は２に記載の防火区画用スクリーン装置。

【請求項４】  上記可撓性ベルトが薄肉金属プレートで

形成されることを特徴とする請求項１または２に記載の

防火区画用スクリーン装置。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は、不燃性または耐火

性に富んだスクリーン幕を天井側から垂下して建物の内

部空間を間仕切りすることにより、建物の延焼や煙の拡

散を防止する防火区画用スクリーン装置に係り、特に、

スクリーン幕に下端縁から上向きに形成されたスリット

部を通じて人が容易にスクリーン幕を通過できる防火区

画用スクリーン装置に関する。

【０００２】

【従来の技術】建物の内部には、従来から、火災時に備

えて、火炎や煙を遮断するための防火隔壁や防火シャッ

ターなどの防火設備や、人が避難できるようにするため

の防火扉などの避難通路などが計画的に配備されてい

る。最近、これら防火隔壁や防火シャッターなどに代わ

る新しい防火設備として、不燃性または耐火性に富んだ

スクリーン幕を使用して火炎や煙を遮断する防火区画用

スクリーン装置が注目されるに至っている。

【０００３】この防火区画用スクリーン装置は、不燃性

または耐火性に富み可撓性を有するスクリーン幕を巻取

軸から繰り出して天井側から垂下させて設置したもの

で、スクリーン幕の下端縁には棒体状のウエイトが取り

付けられていて、スクリーン幕の揺動を防止しその姿勢

を安定した状態に保持するようになっている。これによ

って、防火区画用スクリーン装置は、建物の室内空間を

間仕切りし、火炎や煙を遮断するようになっている。

【０００４】一方、この防火区画用スクリーン装置に

は、避難時にスクリーン幕を人が容易に通過できるよう

にするために、スクリーン幕の下端縁から上向きに所定

高さに亘ってスクリーン幕を左右に分断するスリット部

を形成してあり、このスリット部によってスクリーン幕

のスリット部の片側には、三角形状でその斜辺に沿って

折り曲げ自在な扉部が形成されている。従って、この扉

部に対応する下端部のウエイトは、スクリーン幕の一般

部分の下端部のウエイトと分離して開閉可能となってい

る。

【０００５】従って、分離された扉部のウエイトの回動

中心側は、一般部分のウエイトに枢着しておくことが望

ましく、従来では図６に示すように枢着部材としての蝶

番１を介して扉部のウエイト２と一般部分のウエイト３

とが蝶着される。尚、同図中一点鎖線はスクリーン幕４

の折り曲げ部分Ｃを示し、この折り曲げ部分Ｃから図中

左方に適宜間隔をもって上記スリット部が形成され、図

中該折り曲げ部分Ｃより左側が扉部５となっている。こ

のとき、上記蝶番１は傾斜して取り付けられ、これの回

動中心となるピン１ａを上記折り曲げ部分Ｃと同軸に配

置することにより、上記扉部５の開閉を滑らかに行うよ

うになっている。

【０００６】そして、上記折り曲げ部分Ｃが傾斜してい

ることにより扉部５は斜め上方に持ち上げられつつ開動

し、その後、ウエイト２の自重によって扉部５は自動的

に閉動されるようになっている。従って、火災発生によ

り上記スクリーン幕４は直ちに遮断され、この状態で避

難する人は扉部５を押し開いて該スクリーン幕４を通過

するが、通過した後は閉じ力を付加することなく該扉部

５は自然に閉動されて、延焼を阻止するようになってい

る。

【０００７】

【発明が解決しようとする課題】しかしながら、かかる

従来の防火区画用スクリーン装置では、ウエイト２の自

重により扉部５は自動的に閉動されるが、火災により発

生する空気対流や外気の流入等でスクリーン幕４の内外

間に圧力差が発生した場合、この圧力差により上記扉部

５が高圧側から低圧側に押圧されて開動されるため密閉

性が損なわれ、スクリーン幕の防火機能が低下されると

いう課題があった。

【０００８】そこで、本発明はかかる従来の課題に鑑み

て成されたもので、スクリーン幕に形成された扉部を、

復原力を備えた可撓性の枢着部材を介して取り付け、こ

の復原力によって閉止力を付加することにより、簡単な

構造をもって扉部の密閉性を確保するようにした防火区

画用スクリーン装置を提供することを目的とする。

【０００９】
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【課題を解決するための手段】かかる目的を達成するた

めに本発明の請求項１に示す防火区画用スクリーン装置

は、天井側から垂下されて建物の内部空間を間仕切りす

る不燃性または耐火性の可撓性を有するスクリーン幕

と、該スクリーン幕の下端縁から上向きに形成され、該

スクリーン幕を左右に分断して該スクリーン幕の下端縁

との間に三角形状でその斜辺に沿って折り曲げ自在な扉

部を形成するスリット部と、該扉部の下端縁に取り付け

られた扉用ウエイトと、該扉部を除いて該スクリーン幕

の下端縁に取り付けられたスクリーン用ウエイトと、該

スクリーン幕に形成された三角形状の該扉部の斜辺に沿

って該スクリーン用ウエイトに対し該扉用ウエイトを回

動自在に連結する枢着部材とを備え、該枢着部材を、復

原性を有する可撓性ベルトで構成し、該可撓性ベルトを

上記扉用ウエイトと上記スクリーン用ウエイトとに跨っ

て取り付けたことを特徴とする。

【００１０】また、本発明の請求項２に示す防火区画用

スクリーン装置は、上記可撓性ベルトが取り付けられる

扉用ウエイトとスクリーン用ウエイトとの突き合わせ部

分を、上記扉部の斜辺の延長上にその傾斜に沿って傾斜

させたことを特徴とする。

【００１１】また、本発明の請求項３に示す防火区画用

スクリーン装置は、上記可撓性ベルトが強化繊維に樹脂

コーティングして形成されることを特徴とする。

【００１２】さらに、本発明の請求項４に示す防火区画

用スクリーン装置は、上記可撓性ベルトが薄肉金属プレ

ートで形成されることを特徴とする。

【００１３】以上の構成により本実施形態の防火区画用

スクリーン装置にあっては、請求項１では火災時に上記

スクリーン幕を天井側から垂下させて建物の内部空間を

間仕切りすることにより、火炎や煙を遮断して延焼を防

止する。一方、避難者は、スクリーン幕に形成された扉

部の表面を押圧し、これをスクリーン幕の裏側へ押し出

すことによって、該扉部は開放側に形成したスリット部

が大きく開けられて開動され、この開けられた部分から

人が通過して避難することができる。

【００１４】上記扉部は、スクリーン幕の下端縁から上

向きに形成されたスリット部と、これを一辺とする斜辺

とによって三角形状に形成されており、該扉部の開動時

には該斜辺に沿って折り曲げられるようになっている。

この扉部の開動時には、扉用ウエイトとスクリーン用ウ

エイトとに跨って取り付けられた復原性を有する可撓性

ベルトが変形されるとともに、この扉部の開動に伴って

上記扉用ウエイトが上方に持ち上げられる。

【００１５】そして、開放状態にある上記扉部は、上記

扉用ウエイトの自重による復帰力と、上記可撓性ベルト

による復原力とによって自動的に閉動されることにな

る。そして、この扉部の閉止状態は扉用ウエイトの自重

および可撓性ベルトの復原力をもって維持されるが、特

に、可撓性ベルトの復原力は扉部の開動初期に大きな抵

抗力を付加することができる。このため、スクリーン幕

の内外間に圧力差が発生した場合にも、扉部が開くのを

阻止することができるため、該スクリーン幕の密閉性を

維持することができ、延焼防止効果を大幅に向上するこ

とができる。

【００１６】また、請求項２では扉用ウエイトとスクリ

ーン用ウエイトとの突き合わせ部分を傾斜させているの

で、扉部を開閉する際に扉用ウエイトとスクリーン用ウ

エイトとが互いに干渉するのを避けることができる。そ

して、扉用ウエイトとスクリーン用ウエイトとの突き合

わせ部分の隙間を小さくすることが可能となり、扉部の

密閉性を更に向上することができる。また、可撓性ベル

トの折れ曲がり位置が一定となり、扉部の開閉挙動を安

定化させることができる。

【００１７】更に、このように上記隙間を小さくできる

ことにより、一定長さの可撓性ベルトを用いた場合に

は、扉用ウエイトおよびスクリーン用ウエイトへの取り

付け部分の面積を増大して取り付け強度を大きくできる

とともに、これら取り付け面積を一定とした場合には、

可撓性ベルトの短縮化を図ることができる。

【００１８】また請求項３または４では、上記可撓性ベ

ルトを、強化繊維に樹脂コーティングし、または、金属

を薄肉形成して構成したので、該可撓性ベルトには強化

繊維または金属の剛性による復原力が備わることにな

り、簡単な構成にして適度な復原性および可撓性を付加

することができ、その経済性を向上することができる。

【００１９】

【発明の実施の形態】以下、本発明の実施形態を添付図

面に基づき詳細に説明する。図１から図４は本発明の防

火区画用スクリーン装置の一実施形態を示し、図１は防

火区画用スクリーン装置を全体的に示す斜視図、図２は

防火区画用スクリーン装置の扉部が開いたときの斜視

図、図３は図１中Ａ部の拡大正面図、図４は図３中Ｂ－

Ｂ線断面図である。

【００２０】即ち、本実施形態の防火区画用スクリーン

装置１０は、図１に示すようにスクリーン幕１２と、こ

のスクリーン幕１２の上方に設けられてこれの繰り出し

および巻き取りを行う巻取軸１４と、スクリーン幕１２

の下端縁に取り付けられた帯板状のスクリーン用ウエイ

ト１６および扉用ウエイト１８とを備えている。そし

て、スクリーン幕１２には、下端縁中央部から上向きに

スリット部２０が形成されていて、スクリーン幕１２は

左右に分断されている。そして、左右に分断されたスク

リーン幕１２のスリット部２０の左右両側部は、当該ス

リット部２０において隙間ができないように左右のスク

リーン幕１２が相互に所定の幅分だけ重なっている。

【００２１】ここで、スクリーン幕１２は、ガラス繊維

の織布やシリカクロスなどの不燃性あるいは耐火性に富

んだ布製の素材から形成されていて、天井側から垂れ下

ろされて建物の室内空間を間仕切りしたときに、火炎ま
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たは煙を遮断する機能を有している。

【００２２】他方、巻取軸１４は、例えば建物の内部の

天井側に水平方向に沿って配設され、火災時にスクリー

ン幕１２を繰り出して天井側から垂れ下ろすとともに、

スクリーン幕１２が不要になったときには、これを巻き

取って天井側に格納する場合に使用される。巻取軸１４

によるスクリーン幕１２の繰り出しまたは巻き取りにつ

いては、当該巻取軸１４を例えば巻取駆動装置などに連

結すれば自動的に行うことができる。

【００２３】また、スクリーン用ウエイト１６および扉

用ウエイト１８は、ともにスクリーン幕１２の下端縁に

水平に取り付けられている。スクリーン用ウエイト１６

は、扉用ウエイト１８を挟んで左右両側に分かれて配設

されていて、扉用ウエイト１８の左側に配設されたスク

リーン用左ウエイト１６ａと、扉用ウエイト１８の右側

に配設されたスクリーン用右ウエイト１６ｂとからな

る。これらのスクリーン用右および左ウエイト１６ａ，

１６ｂと扉用ウエイト１８とは一直線状を成して配列さ

れる。

【００２４】また、スクリーン幕１２のスリット部２０

の右側部には、当該スリット部２０とスクリーン幕１２

の下端縁との間に位置して、三角形状の扉部２２が形成

されている。この扉部２２は、スリット部２０の上端部

から右斜め下方向に沿って一直線状に延びるその三角形

の斜辺２４に沿って折り曲げ自在に形成されている。ま

た、扉部２２の下端縁には、上記扉用ウエイト１８が横

方向に沿って取り付けられている。そして、この扉部２

２は、その表面を手や体で押せば、図２に示すように、

斜辺２４に沿って折れ曲がりつつ下端縁に取り付けられ

た扉用ウエイト１８とともにスクリーン幕１２の裏側へ

押し出されて、スリット部２０には大きな開口部が形成

される。これにより、避難者はこの開口部を通じてスク

リーン幕１２の裏側に出て簡単に通過することができ、

迅速かつ速やかに安全な場所に避難することができる。

【００２５】一方、上記扉用ウエイト１８は扉部２２の

表面が押圧されることによって若干上方に持ち上げられ

るため、避難者が通過し扉部２２の表面が押圧から解放

されたときは、その自重によって元の位置に復帰するよ

うに移動し、スリット部２０は再び閉塞される。

【００２６】ここで、図３，図４に示すように扉用ウエ

イト１８の図中右端部とスクリーン用右ウエイト１６ｂ

の左端部との間に跨って、枢着部材としての復原性を有

する可撓性ベルト２６が取り付けられ、これら扉用ウエ

イト１８とスクリーン用右ウエイト１６ｂとは、上記扉

部２２の斜辺２４に沿って回動自在に連結されている。

上記可撓性ベルト２６は、炭素繊維やアラミド繊維等の

強化繊維に樹脂コーティングして形成したものが用いら

れる。また、それ以外にも上記可撓性ベルト２６とし

て、金属を薄肉形成したものを用いることができる。

【００２７】上記可撓性ベルト２６が取り付けられる扉

用ウエイト１８とスクリーン用右ウエイト１６ｂの端部

は直角に切断されるとともに、これら両者間には折り曲

げに十分な間隔Ｌが設けられる。そして、上記可撓性ベ

ルト２６の両端部は、上記扉用ウエイト１８および上記

スクリーン用右ウエイト１６ｂの端部と、これらに対応

して設けられた押えプレート２８，２８ａとの間に挟ま

れ、かつ、これらを貫通するビス３０を介して取り付け

られる。

【００２８】従って、本実施形態の防火区画用スクリー

ン装置１０にあっては、スクリーン幕１２に形成される

扉部２２は、該スクリーン幕１２の下端縁から上向きに

形成されたスリット部２０と、これを一辺とする斜辺２

４とによって三角形状に形成されており、該扉部の開動

時には該斜辺に沿って折り曲げられるようになってい

る。この扉部２２の開動時には、扉用ウエイト１８とス

クリーン用右ウエイト１６ｂとに跨って取り付けられた

可撓性ベルト２６が変形されるとともに、この扉部２２

の開動に伴って上記扉用ウエイト１８が上方に持ち上げ

られる。このとき、上記可撓性ベルト２６は、炭素繊維

やアラミド繊維等の強化繊維に樹脂コーティングして構

成したので、コーティングした樹脂部分によって可撓性

を備えるとともに、強化繊維の剛性による復原力が備わ

ることになる。また、上記可撓性ベルト２６を金属によ

り薄肉形成した場合にも、同様に可撓性および復原力が

備わることになる。

【００２９】従って、開放状態にある上記扉部２２は、

上記扉用ウエイト１８の自重による復帰力と、上記可撓

性ベルト２６による復原力とによって自動的に閉動され

ることになる。そして、この扉部２２の閉止状態は扉用

ウエイト１８の自重および可撓性ベルト２６の復原力を

もって維持される。このため、スクリーン幕１２の内外

間に圧力差が発生した場合にも、扉部２２が開くのを阻

止することができるため、該スクリーン幕１２の密閉性

を維持することができ、延焼防止効果を大幅に向上する

ことができる。

【００３０】また、上記枢着部材を上述したように強化

繊維を樹脂コーティングし、または金属を薄肉形成した

可撓性ベルト２６で構成したので、簡単な構成にして適

度な復原性および可撓性を付加することができ、その経

済性を向上することができる。

【００３１】図５は他の実施形態を示し、上記実施形態

と同一構成部分に同一符号を付して重複する説明を省略

して述べる。即ち、同図は上記図３に対応する要部拡大

正面図で、扉用ウエイト１８とスクリーン用右ウエイト

１６ｂとの突き合わせ部分を、扉部２２の斜辺２４の延

長上にその傾斜に沿って傾斜させて、突き合わせ部分が

該斜辺２４の延長上となるようにしてある。

【００３２】従って、この実施形態では扉用ウエイト１

８とスクリーン用右ウエイト１６ｂとの突き合わせ部分

に形成した傾斜によって、扉部２２を開閉する際に扉用
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ウエイト１８とスクリーン用右ウエイト１６ｂとが互い

に干渉するのを避けることができる。このため、扉用ウ

エイト１８とスクリーン用右ウエイト１６ｂとの間の隙

間δを小さくすることが可能となり、延いては、上記可

撓性ベルト２６の変形面積が減少されて、これに発生す

る復原力をより大きくすることができ、扉部２２の密閉

性を更に向上することができる。また、可撓性ベルト２

６の折れ曲がり位置が一定となり、扉部２２の開閉挙動

を安定させることができる。

【００３３】更に、このように上記隙間δを小さくでき

ることにより、一定長さの可撓性ベルト２６を用いた場

合には、扉用ウエイト１８およびスクリーン用右ウエイ

ト１６ｂへの取り付け部分の面積を増大して取り付け強

度を大きくできるとともに、これら取り付け面積を一定

とした場合には、可撓性ベルト２６を短くすることがで

きる。

【００３４】

【発明の効果】以上説明したように本発明の請求項１に

示す防火区画用スクリーン装置によれば、スクリーン幕

の下端縁から上向きに形成されたスリット部と、これを

一辺とする斜辺とによって三角形状に形成された扉部

は、開動時には該斜辺に沿って折り曲げられるようにな

っていて、この扉部の開動時には、扉用ウエイトとスク

リーン用ウエイトとに跨って取り付けられた復原性を有

する可撓性ベルトが変形されるとともに、この扉部の開

動に伴って上記扉用ウエイトが上方に持ち上げられる。

そして、開放された上記扉部は、上記扉用ウエイトの自

重による復帰力と、上記可撓性ベルトによる復原力とに

よって自動的に閉動させることができる。そして、この

扉部の閉止状態は扉用ウエイトの自重および可撓性ベル

トの復原力をもって維持することができる。特に、スク

リーン幕の内外間に圧力差が発生した場合にあっても、

復原性を有する可撓性ベルトの寄与により、扉部が開く

のを阻止することができるため、該スクリーン幕の密閉

性を維持することができ、延焼防止効果を大幅に向上す

ることができる。

【００３５】また、本発明の請求項２に示す防火区画用

スクリーン装置によれば、扉用ウエイトとスクリーン用

ウエイトとの突き合わせ部分を傾斜させているので、扉

部を開閉する際に扉用ウエイトとスクリーン用ウエイト

とが互いに干渉するのを避けることができる。そして、

扉用ウエイトとスクリーン用ウエイトとの突き合わせ部

分の隙間を小さくすることが可能となり、扉部の密閉性

を更に向上することができる。また、可撓性ベルトの折

れ曲がり位置が一定となり、扉部の開閉挙動を安定化さ

せることができる。

【００３６】更に、このように上記隙間を小さくできる

ことにより、一定長さの可撓性ベルトを用いた場合に

は、扉用ウエイトおよびスクリーン用ウエイトへの取り

付け部分の面積を増大して取り付け強度を大きくできる

とともに、これら取り付け面積を一定とした場合には、

可撓性ベルトの短縮化を図ることができる。

【００３７】また本発明の請求項３または４に示す防火

区画用スクリーン装置によれば、上記可撓性ベルトを、

強化繊維に樹脂コーティングし、または、金属を薄肉形

成して構成したので、該可撓性ベルトに強化繊維または

金属の剛性による復原力を生じさせることができ、簡単

な構成にして適度な復原性および可撓性を付加すること

ができ、その経済性を向上することができる。

【図面の簡単な説明】

【図１】本発明の一実施形態の防火区画用スクリーン装

置を全体的に示す斜視図である。

【図２】図１の防火区画用スクリーン装置の扉部が開い

た状態を示す斜視図である。

【図３】図１中Ａ部の拡大正面図である。

【図４】図３中Ｂ－Ｂ線断面図である。

【図５】本発明の他の実施形態の防火区画用スクリーン

装置を示す要部拡大正面図である。

【図６】従来の防火区画用スクリーン装置を示す要部拡

大正面図である。

【符号の説明】

１０  防火区画用スクリーン装置

１２  スクリーン幕

１６  スクリーン用ウエイト

１８  扉用ウエイト

２０  スリット部

２２  扉部

２４  斜辺

２６  可撓性ベルト

【図４】 【図６】
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【図１】 【図２】

【図３】
【図５】
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